



Construction of the System to Train and Dispatch Community Interpreters
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なかったのに対し，外国籍の人については，
「強くそう思う」「全くそう思わない」という
両極端を選択する人が数名いた。試験に対す
る取り組み姿勢が多様であることが見て取れ
る。いずれにせよ，全体として，勉強を十分
しなかったという自覚を持つ人が一番多いの
は問題である。最初からモチベーションが低
かったのか，講座内容が難しくて，多く勉強
したにもかかわらず十分でなかったと感じた
のか，様々な理由があると思われるので，事
情を検証していく必要がある。
4．通訳業務に対する意識
前節で紹介したアンケートの最後に，何の
目的でコミュニティ通訳士の仕事を行いたい
と思っているかを問う項目を設けた。選択肢
として，「自分の能力を活かしたい」，「外国
人住民の手助けをしたい」，「日本社会の役に
立ちたい」，「異文化の橋渡しをしたい」，「プ
ロの通訳者になりたい」，「外国語の能力を高
めたい」，「社会的に意義のある仕事にかかわ
りたい」を挙げ，最大 3つまで選択してもらっ
た。結果は以下のグラフで示す。
グラフ8  コミュニティ通訳の仕事をする目的
日本籍と外国籍のどちらについても一番多
く選択されたのは「外国人住民の手助けをし
たい」であった。これは，外国人住民が受け
入れ社会で公平に公共サービスを受けられる
ようにするためにコミュニケーションを可能
にするというコミュニティ通訳の本来の目的
に合致している。また，「自分の能力を活か
したい」も，日本籍，外国籍に共通して多く
選択された。　
日本籍と外国籍で大きく異なった点は，日
本籍の人が「異文化の橋渡しをしたい」を多
く選んだのに対し，外国籍の人は，その多く
が「日本社会の役に立ちたい」と「外国語の
能力を高めたい」を選んだことである。日本
籍の人は，日本文化という文脈において異質
な存在である外国人を意識し，日本社会の側
にいる者として，双方の互いに対する理解を
促し，文化差による軋轢を回避させるために
行動するという具体的なイメージを持ってい
るようである。また，外国籍の人は，長期的
に生活者として日本社会の一部になることを
念頭において，社会に役立つ人材としての地
歩を固めたいという意志を持っていることが
うかがえる。「外国語の能力を高めたい」と
いう選択肢が多かったのも，彼らにとっての
外国語，つまり日本語の能力を高めることに
より，日本社会でうまくやっていくことを望
んでいるからであると思われる。
また，「プロの通訳者になりたい」という
選択肢は外国籍の人が２名選んだだけであっ
た。当通訳士派遣事業自体がボランティア活
動としての位置づけであり，有償とはいえ金
額面からもプロの通訳につながるような業務
ではないという自覚を受講者の多くが持って
いるということであろう。
5．おわりに
犬山市地域活動推進課が実施したコミュニ
ティ通訳者養成および派遣事業に多くの外国
籍の住民が参加したことは，自分たちが日本
社会で暮らしていく上でコミュニケーション
促進の取り組みがいかに重要であるかをはっ
きりと認識していることを示唆している。そ
れに語学のできる日本籍の人たちも多く加
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愛知県犬山市のコミュニティ通訳者養成および派遣のためのシステム構築について（水野真木子）
わったことは，行政の取り組みに賛同し，地
域社会における円滑なコミュニケーションの
ために積極的に関わっていこうという，受け
入れ社会側の人々の意志が示されたというこ
とである。
今回養成講座と認定試験が実施されたが，
通訳のスキルや能力が一定レベル以上である
人材は，まだまだ十分な数が育っていない。
しかし，これは最初の年度であり，反省点も
多々ある。受講者に対して行ったアンケート
結果や，今後出てくるであろう様々な意見を
参考にして，来年度に予定されている養成講
座や認定試験は，今年度に比べ，大きく改善
されたものになるであろう。この取り組みを
今後も続けていけば，年齢が若く日本語が流
暢に話せる外国人住民を中心に，将来的には
コミュニティ通訳者の層が厚くなっていくと
期待できる。
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